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『
作
法
集
』
所
収
の
作
壇
作
法
に
つ
い
て

駒

井

信

勝

一　

は
じ
め
に

　

現
在
、
真
言
宗
智
山
派
で
用
い
ら
れ
て
い
る
『
作
法
集
』（
以
下
現
行
『
作
法
集
』）
の
成
立
過
程
に
は
様
々
な
指
摘（
１
）が

さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
大
本
が
憲
深
（
一
一
九
二
〜
一
二
六
三
）
の
五
十
四
帖
の
『
作
法
集
』（
以
下
『
五
十
四
帖
』）
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は

な
い
で
あ
ろ
う
。『
五
十
四
帖
』
に
は
、「
作
壇
作
法
」
と
「
護
摩
作
壇
略
作
法
並
五
色
加
持

破
壇
作
法
」
と
の
、
作
壇
に
関
す
る
作
法
が
二
つ
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
目
の
「
作
壇
作
法
」
は
、
七
日
作
壇
法
に
基
づ
く
作
法
で
あ
り
、
実
際
に
壇
を
建
立
す
る
土
地
の
土
を
掘
っ
た
り
、
泥
や
牛

糞
を
塗
る
こ
と
で
土
壇
を
建
立
し
た
り
、
五
宝
な
ど
を
埋
め
る
所
作
が
見
ら
れ
る（
２
）。

一
方
で
、
一
連
の
儀
礼
を
行
う
こ
と
が
難
し
い

場
合
に
は
、
三
箇
の
印
言
に
よ
っ
て
作
壇
を
行
う
略
作
法
も
説
か
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
「
護
摩
作
壇
略
作
法
並
五
色
加
持

破
壇
作
法
」
は
、
先
の
三
箇
の
印
言
に
よ
る
略
作
壇
作
法
を
用
い
た
護
摩
壇
の
建
立
作
法
と
、
五
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色
を
加
持
す
る
真
言
と
、
破
壇
作
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
現
行
『
作
法
集
』
の
作
壇
作
法
は
、
こ
の
両
者
に
見
ら
れ
る
三
箇
の
印
言
に
よ
る
略
作
壇
作
法
で
あ
る
。
以
下
に
『
五

十
四
帖
』
の
「
作
壇
作
法
」
の
略
作
壇
作
法
と
、「
護
摩
作
壇
略
作
法
並
五
色
加
持

破
壇
作
法
」
の
略
作
壇
作
法
、
な
ら
び
に
五
色
加
持
を
引
用
し

て
み
よ
う
。

【
引
用
文
１
】（『
醍
醐
憲
深
方
聖
教
』
所
収
『
作
法
集
』
三
十
四
丁
左
）

○
阿
闍
梨
有
暇
者
一
一
可
修
之
。
若
存
略
著
座
之
後
。
以
三
箇
印
言
加
持
之
。
三
箇
印
言
者
鍬
印
言
。
馬
頭
印
言
。
大
金
剛
輪

印
言
也
。

【
引
用
文
２
】（『
醍
醐
憲
深
方
聖
教
』
所
収
『
作
法
集
』
四
十
五
丁
右
）

△
護
摩
作
壇
作
法　

○
先
鍬
印
言
。

軌
云
。
金
剛
縛
竪
禅
智
。
進
力
並
竪
」
真
言
二
十
一
返
。

唵
。
儞
佉
那
縛
蘇
提
。
娑
縛
賀

○
次
加
持
泥
印
言
。
私
曰
。
馬
頭

印
言
也

軌
云
。
二
手
合
掌
。
屈
進
力
戒
方
二
節
相
合
。
禅
智
並
竪
。
去
進
力
如
口
形
。
真
言
二
十
一
返

唵
。
阿
密
㗚
妬
納
婆
縛
。
吽
発
吒

○
次
五
色
糸
印
言
大
金
剛
輪
印
言

也
。
或
如
火
輪
印

已
上
三
箇
印
言
。
著
座
最
初
而
以
加
持
之
。
然
後
可
入
作
法
。

○
五
色
加
持
真
言　

唵
。
縛
曰
羅
質
多
羅
。
三
摩
耶
吽
。
或
五
股
印
外　

羅
覧
佉
摩
訶

　

こ
の
よ
う
に
、
鍬
印
言
、
加
持
泥
印
言
（
馬
頭
印
言
）、
五
色
糸
印
言
（
大
金
剛
輪
印
言
）
に
よ
っ
て
壇
を
建
立
す
る
。
そ
し
て
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こ
の
作
法
は
、
現
行
『
作
法
集
』
所
収
の
作
壇
作
法
と
同
一
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
行
『
作
法
集
』
の
作
壇
作
法
は
、『
五
十
四
帖
』

か
ら
収
録
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、『
五
十
四
帖
』
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

こ
の
三
箇
の
印
言
に
よ
る
作
壇
作
法
は
、
日
本
で
は
す
で
に
弘
法
大
師
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
作
と
さ
れ
る
『
護
摩
次
第
御
作
』（
以

下
『
大
師
次
第
』）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
の
『
五
十
四
帖
』
に
お
い
て
も
「
軌
云
」

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
た
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』（
以
下
『
瑜
伽
護
摩
軌
』）
で
あ
る
。『
瑜
伽
護
摩
軌
』
や
『
大
師
次
第
』
の

三
箇
の
印
言
と
、『
五
十
四
帖
』
や
現
行
『
作
法
集
』
の
三
箇
の
印
言
を
比
べ
る
と
、
一
つ
目
と
二
つ
目
の
印
言
は
一
致
す
る
も
の
の
、

三
つ
目
の
印
言
が
相
違
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
前
者
は
「
五
色
粉
印
言
」
で
あ
り
後
者
は
「
五
色
糸
印
言
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
相
違
は
、
印
言
の
名
称
だ
け
で
は
な
く
、
結
誦
す
る
印
言
に
ま
で
お
よ
ぶ
。

　

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
こ
の
相
違
に
注
目
し
、

一
、
三
箇
の
印
言
に
よ
る
作
壇
作
法
の
典
拠
で
あ
る
『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
作
壇
作
法
の
内
容
と
意
義
。

二
、
弘
法
大
師
以
降
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
五
色
粉
印
言
が
五
色
糸
印
言
と
な
っ
た
の
か
。

三
、
五
色
糸
印
言
と
し
て
、
な
ぜ
大
金
剛
輪
印
言
を
結
誦
す
る
の
か
。

　

と
い
う
三
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

二　
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』
の
作
壇
作
法
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
、
三
箇
の
印
言
の
典
拠
と
さ
れ
る
『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
作
壇
作
法
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
そ
の
箇
所
を
引
用
し
て

み
よ
う
。
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【
引
用
文
３
】（
大
正　

一
八
巻
・
九
一
七
頁
・
中
）

其
治
地
法
如
大
曼
茶
羅
。
掘
地
加
持
所
用
鍬
等
印
。
二
羽
金
剛
縛
。
禅
智
進
力
各
相
並
竪
。
真
言
二
十
一
遍
真
言
曰　

唵
儞
佉

那
嚩
蘇
上
提
薩
嚩
二
合
引
訶　

加
持
泥
及
瞿
摩
夷
塗
香
等
印
。
二
羽
合
掌
。
屈
進
力
戒
方
二
節
。
相
合
。
禅
智
並
竪
。
去
進
力
令

如
口
形
。
真
言
二
十
一
遍
真
言
曰　

唵
阿
上
蜜
哩
二
合
都
納
婆
上
二
合
嚩
吽
發
吒
薩
嚩
二
合
訶　

加
持
五
色
粉
印
及
真
言
。
並
如
瑜
伽

経
所
説
。

土
地
を
［
壇
を
建
立
す
る
た
め
に
］
治
す
方
法
は
、
大
曼
荼
羅
と
同
じ
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
地
面
を
掘
る
の
に
使
用
す
る

鍬
等
を
加
持
す
る
印
は
、
二
手
を
金
剛
縛
し
て
大
指
と
頭
指
を
そ
れ
ぞ
れ
並
べ
立
て
る
の
で
あ
る
。
真
言
は
二
十
一
遍
唱
え
な

さ
い
。
そ
の
真
言
は
、om
4 nikhana vasudhe svāhā.

（
オ
ー
ン
、
掘
り
穿
て
よ
。
地
面
よ
。
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
）。
泥
お
よ
び

瞿
摩
夷
（
牛
糞
）
や
塗
香
等
を
加
持
す
る
印
は
、
二
手
を
合
掌
し
て
二
頭
指
と
二
無
名
指
の
第
二
関
節
を
曲
げ
て
合
わ
せ
る
。

そ
し
て
二
大
指
を
並
べ
立
て
て
、
二
頭
指
か
ら
離
し
て
口
の
形
の
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
真
言
は
二
十
一
遍
唱
え
な
さ
い
。

そ
の
真
言
は
、om

4 am
r

4todbhava hūm
4 phat
4 svāhā.

（
オ
ー
ン
、
甘
露
よ
り
生
じ
る
も
の
よ
。
フ
ー
ン
、
パ
ッ
ト
、
ス
ヴ
ァ
ー

ハ
ー
）。
五
色
の
粉
を
加
持
す
る
印
と
真
言
は
『
瑜
伽
経
』
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
つ
印
言
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
「
掘
地
加
持
所
用
鍬
等
印
」
で
、
こ
の
印
言
に
よ
っ
て
地
面
を
掘
る
た
め

の
鍬
を
加
持
す
る
。
二
つ
目
は
「
加
持
泥
及
瞿
摩
夷
塗
香
等
印
」
で
、
泥
や
牛
糞
や
塗
香
な
ど
を
加
持
す
る
印
言
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
は
、
印
、
真
言
と
も
に
現
行
『
作
法
集
』
の
も
の
と
一
致
す
る
。
三
つ
目
は
、「
加
持
五
色
粉
印
及
真
言
」
で
あ
り
、
印
言
は
「
如

瑜
伽
経
所
説
」
と
あ
る
の
み
で
示
さ
れ
て
い
な
い
。
現
行
『
作
法
集
』
で
は
「
五
色
糸
真
言
」
と
し
て
大
金
剛
輪
の
印
言
を
結
誦
す

る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
箇
の
印
言
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
い
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き
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
、
其
治
地
法
如
大
曼
茶
羅　

→　

大
曼
荼
羅
と
同
じ
治
地
の
方
法
と
は
何
か
。

二
、
如
瑜
伽
経
所
説　
　
　
　

→　
『
瑜
伽
経
』
の
所
説
と
は
何
か
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
こ
で
の
大
曼
荼
羅
と
『
瑜
伽
経
』
を
断
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
具
名
が
『
金

剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』
で
あ
る
こ
と
、
不
空
訳
で
あ
る
こ
と
の
二
点
を
手
掛
か
り
に
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
提
示
し
て
み
た
い
。

　

一
つ
目
に
、
こ
の
『
瑜
伽
経
』
を
広
本
の
『
金
剛
頂
経
』
と
す
る
可
能
性
を
提
示
し
よ
う
。『
金
剛
頂
経
』
に
は
広
義
と
狭
義
が

あ
り
、
広
本
の
金
剛
頂
経
を
指
す
場
合
と
、『
真
実
摂
経
』
の
み
を
指
す
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
広
本
の
『
金
剛
頂
経
』
を
、
金
剛

智
と
不
空
が
『
金
剛
頂
瑜
伽
経
』
と
称
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
３
）。
例
え
ば
金
剛
智
訳
の
『
金
剛
頂
瑜
伽
中

略
出
念
誦
経
』（
以
下
『
略
出
経
』）
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

【
引
用
文
４
】（
大
正　

一
八
巻
・
二
二
三
頁
・
下
）

我
今
於
百
千
頌
中
金
剛
頂
大
瑜
伽
教
王
中
為
修
瑜
伽
者
成
就
瑜
伽
法
故
略
説
一
切
如
来
所
摂
真
実
最
勝
秘
密
之
法
。

私
は
今
、
十
万
頌
に
も
お
よ
ぶ
金
剛
頂
大
瑜
伽
教
王
の
中
か
ら
、
瑜
伽
者
の
瑜
伽
法
が
成
就
す
る
た
め
に
、
一
切
如
来
が
摂
す

る
と
こ
ろ
の
真
実
最
勝
秘
密
の
法
を
略
説
し
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
略
出
経
』
は
十
万
頌
に
も
お
よ
ぶ
膨
大
な
金
剛
頂
大
瑜
伽
教
王
の
一
部
を
、
瑜
伽
者
の
修
法
の
た
め
に
略
出
し

た
も
の
で
あ
る
旨
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
不
空
も
広
本
の
『
金
剛
頂
瑜
伽
経
』
を
相
承
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、

『
金
剛
頂
瑜
伽
経
十
八
会
指
帰
』
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
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【
引
用
文
５
】（
大
正　

一
八
巻
・
二
八
四
頁
・
下
）

金
剛
頂
瑜
伽
経（
４
）有

十
萬
頌
十
八
会
。
初
会
名
一
切
如
来
真
実
摂
教
王
。

金
剛
頂
瑜
伽
経
は
十
萬
頌
の
量
が
あ
り
、
十
八
の
会
に
お
い
て
説
か
れ
た
。
初
会
は
『
一
切
如
来
真
実
摂
教
王
』
と
い
う
。

　

引
用
文
の
通
り
、『
金
剛
頂
瑜
伽
経
』
に
は
十
萬
頌
十
八
会
に
も
お
よ
ぶ
広
本
が
あ
り
、
そ
の
一
部
分
で
あ
る
初
会
が
『
真
実
摂
経
』

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
剛
智
と
不
空
は
そ
の
全
体
像
が
未
だ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
『
金
剛
頂
瑜
伽
経
』
を
相
承
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
は
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
も
、『
金
剛
頂
瑜
伽
経
』
の
護
摩
儀
軌
と
想
定
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、『
十
八
会
指
帰
』
中
の
第
二
・
三
会
に
相
当
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

V
ajraśekaram

ahāguhyayogatantra

（『
金
剛
頂
大
秘
密
瑜
伽
タ
ン
ト
ラ
』、
以
下
『
金
剛
頂
タ
ン
ト
ラ
』）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。『
金
剛
頂
タ
ン
ト
ラ
』
の
名
称
に
「
瑜
伽
経
」
に
相
当
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
、
及
び
、
護
摩
の
部
分
に
関
し
て
『
瑜
伽
護

摩
軌
』
と
パ
ラ
レ
ル
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
５
）の

が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　

小
稿
で
は
、
そ
の
他
全
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、『
瑜
伽
経
』
を
広
本
の
『
金
剛
頂
経
』
と
仮
定
し
、

広
本
の
『
金
剛
頂
経
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
略
出
経
』
の
作
壇
作
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
金

剛
頂
経
系
の
経
典
に
は
、【
引
用
文
３
】
の
「
如
大
曼
茶
羅
」
の
よ
う
に
、
二
回
目
以
降
の
曼
荼
羅
を
建
立
す
る
際
、
一
回
目
の
曼

荼
羅
に
似
せ
て
、
或
い
は
同
じ
方
法
で
行
う
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。

【
引
用
文
６
】（
堀
内
［
一
九
八
三
］　

§
八
四
九
）

athātah

4 sam

4pravaks

4yām
i m
ahām

and4
4alam

 uttam
am
/

vajradhātupratīkāśam

4 sarvasiddhikaram

4 param
//

さ
て
次
に
、
私
は
最
上
の
大
曼
荼
羅
を
説
こ
う
。
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金
剛
界
に
似
て
お
り
、
全
て
の
悉
地
を
も
た
ら
す
最
高
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
『
真
実
摂
経
』
の
い
わ
ゆ
る
「
降
三
世
品
」
で
世
尊
が
曼
荼
羅
を
説
く
場
面
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、「
金
剛
界
に
似
て
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
説
く
曼
荼
羅
が
以
前
に
説
い
た
金
剛
界
曼
荼
羅
と
同
じ
構
造
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
同
様
に
、

『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
「
如
大
曼
茶
羅
」
も
『
瑜
伽
経
』
に
説
く
大
曼
荼
羅
と
同
じ
方
法
で
建
立
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

【
引
用
文
７
】（
大
正　

一
八
巻
・
二
三
九
頁
・
下
〜
二
四
〇
頁
・
中
）

擇
地
等
法
。
不
異
蘇
悉
地
説
。
及
治
地
用
瞿
摩
。
塗
浄
准
常
。
次
以
搓
緊
合
雑
縄
。
具
足
端
厳
。
称
其
肘
量
。
智
者
隨
其
力
能
。

以
縄
絣
其
壇
。（
中
略
）
如
是
外
壇
。
智
者
以
此
法
画
已
。
於
彼
似
月
輪
。
入
其
中
宮
。
布
置
金
剛
線
道
。
以
八
柱
而
為
厳
飾
。

竪
於
金
剛
柱
上
。
各
以
五
月
輪
。
於
内
壇
中
央
。
各
置
仏
像
。（
中
略
）
以
一
切
宝
。
末
為
粉
。
或
以
種
種
駄
覩
粉
朱
沙
石
緑
空
青
等

是
也
或
復
以
殊
妙
五
色
染
米
粉
等
者
。
応
従
内
先
下
色
。（
中
略
）
結
此
印
已
。
於
五
種
色
中
。
各
各
以
印
触
之
。
其
結
法
以
二

金
剛
拳
。
進
力
二
度
仰
側
。
如
針
相
拄
是
也
。
即
説
密
語　

唵
跋
折
囉
質
多
羅
二
合
三
摩
耶
吽（
６
）　

誦
此
密
語
時
。
以
明
目
視
之
。

欲
令
其
色
顯
現
。（
中
略
）
此
結
壇
法
。
以
粉
作
之
。
最
為
第
一
。

擇
地
な
ど
の
方
法
は
、『
蘇
悉
地
経
』
と
同
じ
方
法
で
行
い
な
さ
い
。
治
地
の
方
法
と
し
て
は
瞿
摩
夷
（
牛
糞
）
を
使
用
し
、

塗
り
方
や
浄
化
の
方
法
は
常
の
通
り
に
行
い
な
さ
い
。
次
に
［
五
色
の
］
糸
を
縒
り
合
わ
せ
て
一
本
と
し
、
肘
量
を
は
か
り
、

智
慧
あ
る
者
は
自
分
の
力
に
応
じ
て
、
そ
の
糸
で
壇
の
線
引
き
を
行
い
な
さ
い
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
に
壇
の
外
側
を
、
智
慧

あ
る
者
は
こ
の
方
法
で
画
く
の
で
あ
る
。
画
き
お
わ
っ
た
ら
、
か
の
月
輪
に
似
に
せ
て
画
い
た
輪
の
中
に
、
金
剛
線
道
を
布
置

し
な
さ
い
。
そ
し
て
、
八
つ
の
柱
で
飾
り
付
け
る
の
で
あ
る
。［
そ
の
際
は
］
金
剛
柱
を
安
立
し
、
五
つ
の
月
輪
で
飾
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
壇
（
月
輪
）
の
中
央
に
は
、
仏
の
す
が
た
を
安
置
し
な
さ
い
。（
中
略
）
一
切
の
宝
を
粉
々
に
し
て
、
あ

る
い
は
駄
都
粉
（
朱
沙
、
石
緑
、
空
青
等
が
こ
れ
に
あ
た
る
）、
あ
る
い
は
五
色
に
染
め
た
米
粉
を
使
用
し
て
、
内
側
か
ら
色
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粉
を
お
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
印
を
結
び
、
五
種
類
の
色
粉
そ
れ
ぞ
れ
を
印
で
触
れ
な
さ
い
。
印
の
結
び
方
は
、

二
手
を
金
剛
拳
に
し
、
両
方
の
頭
指
を
仰
向
け
に
た
て
て
、
そ
の
先
端
を
お
互
い
支
え
合
い
針
の
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
真

言
は
次
の
通
り
。om

4 vajracitrasam
aya hūm

4. （
オ
ー
ン
、
金
剛
の
彩
色
の
三
昧
耶
よ
。
フ
ー
ン
）。
こ
の
真
言
を
誦
す
時
は
、

目
を
明
ら
か
に
し
て
印
が
色
粉
に
触
れ
る
の
を
見
て
、
そ
の
色
を
顕
現
さ
せ
な
さ
い
（
中
略
）
こ
の
壇
を
結
す
る
法
は
、
粉
に

よ
っ
て
行
う
の
が
最
も
よ
い
。

　

こ
の
引
用
文
は
、
大
き
く
三
つ
の
所
作
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
擇
地
・
治
地
・
作
画
で
あ
る
。

　

擇
地
は
「
不
異
蘇
悉
地
説
」（
７
）と
示
さ
れ
て
い
た
。『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』「
揀
擇
処
所
品
第
六
」
に
は
、
真
言
行
が
成
就
す
る
場
所
に

つ
い
て
、「
仏
所
得
道
降
四
魔
軍
。
如
是
之
処
最
為
勝
上
。
速
得
成
就
。（
仏
が
四
魔
を
降
伏
し
成
道
し
た
場
所
が
最
も
勝
れ
た
場
所

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
速
や
か
に
成
就
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
）」（
大
正　

一
八
巻
・
六
〇
五
頁
・
下
）
と
い
う
よ
う
に
、
仏
の
成
仏

し
た
場
所
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う
な
場
所
が
成
就
を
得
る
た
め
に
良
い
の
か
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
場
所
が
決
ま
っ
た
後
に
「
既

得
如
上
妙
処
所
。
応
須
揀
擇
地
中
穢
悪
瓦
礫
等
物
（
既
に
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
場
所
を
得
た
ら
、
ま
さ
に
地
中
に
あ
る
穢
れ
た
物
、

悪
し
き
物
、
瓦
礫
な
ど
を
選
び
取
り
な
さ
い
）」
（
８
）（
大
正　

一
八
巻
・
六
〇
六
頁
・
上
）
と
、
そ
の
場
所
の
地
中
に
あ
る
石
や
瓦
礫
な

ど
を
掘
り
起
こ
し
て
取
り
除
く
こ
と
が
指
示
さ
れ
る
。

　

次
に
治
地
で
あ
る
。
こ
の
作
法
は
土
壇
を
築
く
た
め
に
行
わ
れ
る
。【
引
用
文
７
】
に
よ
れ
ば
、
常
の
通
り
の
方
法（
９
）に

よ
っ
て
牛

糞
を
使
用
し
て
地
面
に
塗
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
作
画
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
五
色
糸
で
曼
荼
羅
の
輪
郭
線
を
引
き
、
色
粉
に
よ
っ
て
彩
色
す
る
。
そ
し
て
、
彩
色
さ
れ

た
色
粉
をom

4 vajracitrasam
aya hūm

4

と
い
う
真
言
で
加
持
す
る
こ
と
で
、
壇
が
結
界
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
こ
こ
で
、
改
め
て
『
略
出
経
』
と
『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
作
壇
作
法
を
比
べ
て
み
た
い
。
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『
略
出
経
』

『
瑜
伽
護
摩
軌
』

一

擇
地　

地
中
の
不
浄
物
を
取
り
除
く

掘
地
加
持
所
用
鍬
等
印

二

治
地　

牛
糞
な
ど
を
塗
り
土
壇
を
築
く

加
持
泥
及
瞿
摩
夷
塗
香
等
印

三

作
画　

曼
荼
羅
の
線
を
引
き
色
粉
で
彩
色

　

真
言　
　

om
4 vajracitrasam

aya hūm

4

加
持
五
色
粉
印

　

真
言　
『
瑜
伽
経
』
所
説
の
通
り

　

こ
の
よ
う
に
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、『
略
出
経
』
の
作
壇
の
手
順
と
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
三
箇
の
印
言
の
役
割
は
よ
く
一
致
し

て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
五
色
粉
の
印
言
も
、『
略
出
経
』
に
よ
っ
て
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
略
出
経
』
か
ら
想
定
し
た
五
色
粉
の
真
言
は
、『
真
実
摂
経
』
と
『
金
剛
頂
タ
ン
ト
ラ
』
に
も
色
粉
の
真
言
と
し
て
説
か

れ
て
い
る
。

【
引
用
文
８
】（
堀
内
［
一
九
八
三
］　

§
八
五
五
〜
八
五
六
）

vajrastam
bhāgrasam

4sthendupañcam
and4

4alam
and4

4itam
/

sūtrayen m
and4

4alam

4 tatra sūtram

4 ran

4gaih
4 prapūrayet//

tatrāyam

4 ran

4gajāpah

4//

om

4 vajracitrasam
aya hūm

4 //

最
勝
な
る
金
剛
の
柱
が
安
立
さ
れ
て
い
て
、
五
つ
の
月
輪
が
飾
ら
れ
て
い
る
、

こ
の
よ
う
な
曼
荼
羅
を
線
引
き
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
線
は
色
粉
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

そ
こ
で
、
色
粉
の
念
誦
が
あ
る
。
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オ
ー
ン
、
金
剛
の
色
彩
の
三
昧
耶
よ
。
フ
ー
ン
。

【
引
用
文
９
】（
東
北
八
〇
七
番
・
二
五
八
葉
・
表
・
一
〜
二
行
）

tshon rtsi tham
s cad yang dag ldan//’bar ba’i lta bas tham

s cad blta//

rdo rje tshon rtsi bkye bya zhing//rdo rje sngags ni rab tu bskul//

om

4 ba dzra tsi tra sa m
a ya hūm

4//

一
切
の
顔
料
を
具
足
し
、
光
明
視
を
も
っ
て
す
べ
て
を
見
、

金
剛
顔
料
に
て
色
づ
け
（
運
布
）
し
、
金
剛
［
染
色
］
真
言
を
も
っ
て
よ
く
勧
請
す
べ
し
。

om

4 vajracitrasam
aya hūm

4.　
（
北
村
［
二
〇
一
二
］
三
三
四
〜
三
三
五
頁
）

　

ま
た
、【
引
用
文
２
】
の
五
色
加
持
の
真
言
と
も
一
致
す
る
た
め
、
お
そ
ら
く
『
瑜
伽
経
』
所
説
と
し
て
示
さ
れ
た
五
色
粉
を
加

持
す
る
真
言
はom

4 vajracitrasam
aya hūm

4

で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
念
頭
に
『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
三
箇
の
印
言
に
よ
る
作
壇
作
法
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。『
瑜

伽
護
摩
軌
』
で
は
、
一
つ
目
の
印
言
で
擇
地
を
、
二
つ
目
の
印
言
で
治
地
を
、
三
つ
目
の
印
言
で
壇
の
作
画
・
彩
色
、
並
び
に
結
界

を
行
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三　

五
色
粉
か
ら
五
色
糸
へ
の
変
遷

　
『
瑜
伽
護
摩
軌
』
に
お
け
る
五
色
粉
を
加
持
す
る
印
言
、
な
ら
び
に
そ
の
意
義
が
確
認
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
「
五
色
糸
印
言
」
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、『
大
師
次
第
』
の
作
壇
作
法
を
確
認
し
て

み
よ
う
。
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【
引
用
文
10
】（
弘
全　

第
二
輯
・
六
八
六
頁
）

洗
護
如
常　

浄
三
業　

三
部
被
甲　

薩
埵
威
義　

普
礼
着
座　

加
持
香
水
灑
爐

及
口　

羯
磨
印　

嗽
口
印　

半
爐
充
炭
取
薪
扇
火
観
膜　

火
中
観
曾　

加
持
爐
口
鍬
印　

加
持
泥
印　

加
持
五
色
印　

浄
地

　

こ
の
中
の
、「
加
持
爐
口
鍬
印
」「
加
持
泥
印
」「
加
持
五
色
印
」
の
三
印
言
は
、
護
摩
壇
を
建
立
す
る
た
め
に
修
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
現
行
『
作
法
集
』
の
三
箇
の
印
言
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、『
大
師
次
第
』
を
み
た
だ
け
で
は
、
い
か
な
る
印
言
を
結
誦
す

る
の
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
次
に
弘
法
大
師
作
と
さ
れ
る
『
護
摩
口
決
御
作
』（
以
後
『
大
師
口
決
』）
を
見
て
い
き
た
い
。

【
引
用
文
11
】（
弘
全　

第
二
輯
・
七
〇
五
頁
）

第
一
。
以
当
部
忿
怒
真
言
呪
芥
子
擲
結
壇
之
地　

第
二
。
誦
掘
地
真
言
并
契
印
兼
呪
鍬
等　

第
三
。
誦
馬
頭
真
言
加
持
泥　

第

四
。
加
持
五
色
粉
即
誦
其
真
言　

第
五
。
以
忿
怒
真
言
呪

并
花
瓶　

第
六
。
安
置
供
具
。
即
以
五
色
糸
繞
之

第
一
に
、
当
部
の
忿
怒
尊
の
真
言
を
芥
子
に
唱
え
、
壇
を
建
立
す
る
土
地
に
投
げ
つ
け
な
さ
い
。
第
二
に
、
掘
地
の
真
言
と
印

を
結
誦
し
て
鍬
等
を
加
持
し
な
さ
い
。
第
三
に
、
馬
頭
の
真
言
を
誦
し
て
泥
を
加
持
し
な
さ
い
。
第
四
に
、
五
色
の
粉
を
加
持

し
な
さ
い
。
そ
の
際
は
そ
の
（
加
持
五
色
粉
）
真
言
を
誦
し
な
さ
い
。
第
五
に
、
忿
怒
の
真
言
で
橛
や
花
瓶
を
呪
し
な
さ
い
。

第
六
に
、
供
具
を
［
壇
上
に
］
安
置
し
て
、
五
色
の
糸
で
［
そ
の
壇
を
］
囲
み
な
さ
い
。

　

こ
の
『
大
師
口
決
』
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
使
用
す
る
印
言
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
師
次
第
』

の
「
加
持
爐
口
鍬
印
」
は
、
掘
地
の
印
言
で
鍬
を
加
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
加
持
泥
印
」
は
、
馬
頭
の
真
言
に
よ
っ
て
泥
を
加
持

す
る
こ
と
で
あ
り
、「
加
持
五
色
印
」
は
、
五
色
粉
の
真
言
で
五
色
粉
を
加
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
大
師
次
第
』
の

三
箇
の
印
言
に
よ
る
作
壇
作
法
は
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
と
同
一
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
で
は
三
つ
目
の
印
言
は

未
だ
「
五
色
粉
」
で
あ
る
。
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こ
の
他
に
『
大
師
口
決
』
の
内
容
で
注
目
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
箇
の
印
言
に
引
き
続
き
、
忿
怒
の
真
言
を
橛
や
花
瓶

に
対
し
て
唱
え
る
こ
と
と
、
五
色
の
糸
を
壇
に
は
り
め
ぐ
ら
す
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
に
お
い
て
は
組

み
立
て
ら
れ
た
木
壇
を
使
用
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
弘
法
大
師
の
高
弟
で
あ
る
実
慧
（
七
八
六
〜
八
四
七
）
の
作
壇
作
法
の
内
容
を
み
て
い
き
た
い
。
実
慧
の
作
壇
作
法
は
、

『
檜
尾
口
訣
』『
護
摩
法
略
抄
』（
以
下
『
略
抄
』）『
護
摩
口
決
檜
尾
』
な
ど
に
見
ら
れ
る（
（（
（

。
小
稿
で
は
、
そ
の
全
て
を
確
認
す
る
余
裕

が
な
い
た
め
、『
檜
尾
口
訣
』
を
引
用
し
て
、
実
慧
の
時
も
五
色
糸
で
は
な
く
、
未
だ
五
色
粉
真
言
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

【
引
用
文
12
】（
大
正　

七
八
巻
・
三
〇
頁
・
上
）

言
軍
荼
者
是
云
爐（
（（
（

。
即
火
壇
之
名
也
。
三
角
染
以
石
榴
汁
。
亦
墨
汁
得
染
也
。
四
角
喰
染
以
支
子
汁
也
。
蓮
花
食
染
以
赤
色
也　

言
加
持
五
色
粉
印
真
言
。
如
瑜
伽
経
所
説
者
。
可
見
金
剛
頂
大
日
經
等
文
也
。

軍
荼
（kund4
4a

）
と
は
爐
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
火
壇
の
名
前
で
あ
る
。
三
角
の
爐
は
石
榴
の
汁
で
染
め
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
墨
汁
で
染
め
て
も
よ
い
。
四
角
の
爐
は
支
子
の
汁
で
染
め
る
の
で
あ
る
。
蓮
華
の
爐
は
赤
く
染
め
る
の
で
あ
る
。

五
色
粉
の
印
と
真
言
で
加
持
す
る
の
で
あ
る
。「『
瑜
伽
経
』
に
説
く
所
の
如
し
」
と
は
、『
金
剛
頂
経
』
や
『
大
日
経
』
な
ど

の
経
文
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

実
慧
は
こ
の
よ
う
に
、
修
法
の
目
的
に
よ
っ
て
護
摩
壇
の
爐
の
色
を
変
え
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
色
を
染
め
る
時

に
五
色
粉
の
印
と
真
言
を
結
誦
す
る
の
で
あ
る
。「
如
瑜
伽
経
所
説
者
」
と
あ
る
通
り
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
一
文
を
注
釈
し
て
い
る

が
、
こ
の
印
と
真
言
は
よ
ほ
ど
秘
蔵
に
さ
れ
て
い
た
の
か
、『
金
剛
頂
経
』
や
『
大
日
経
』
を
見
る
べ
し
と
だ
け
説
か
れ
、『
瑜
伽
護

摩
軌
』『
大
師
口
決
』
と
同
様
に
印
と
真
言
を
示
さ
な
い
。

　

で
は
、
こ
の
五
色
粉
印
言
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
五
色
糸
印
言
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
は
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
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増
蓮（
（（
（

（
一
〇
五
三
頃
）
の
『
四
種
護
摩
要
鈔
』（
以
下
『
要
鈔
』）
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
『
要
鈔
』
に
み
ら
れ
る
作

壇
作
法
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

・『
要
鈔
』
次
第
（
見
出
し
番
号
は
筆
者
が
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

　
　

一
、　

壇
の
建
立
地
で
地
天
の
真
言
を
誦
す

　
　

二
、　

そ
の
土
地
の
過
失
（
瓦
・
石
・
穢
物
な
ど
）
を
取
り
除
く
と
観
想
し
不
動
明
王
の
真
言
を
誦
す

　
　

三
、　

掘
地
密
印
（
現
行
『
作
法
集
』
鍬
印
）

　
　

四
、　

作
壇
の
印
言
・
弾
指

　
　

五
、　

加
持
泥
印
（
現
行
『
作
法
集
』
加
持
泥
印
）

　
　

六
、　

五
宝
な
ど
を
埋
め
る

　
　

七
、　

地
天
真
言
で
加
持

　
　

八
、　

仏
慈
護
明
で
加
持

　
　

九
、　

無
能
勝
明
王
の
真
言
で
加
持

　
　

十
、　

塗
壇
の
真
言
を
誦
し
て
、
牛
糞
・
香
・
泥
を
和
し
た
も
の
を
壇
に
塗
る

　
　

十
一
、
爐
に
茅
を
敷
く

　
　

十
二
、
金
剛
橛
を
壇
の
四
角
に
打
つ

　
　

十
三
、
五
色
糸
を
加
持
し
て
金
剛
橛
に
め
ぐ
ら
す
（
現
行
『
作
法
集
』
五
色
糸
）

　
　

十
四
、
略
作
法

　

こ
の
よ
う
に
、『
要
鈔
』
で
は
一
連
の
作
壇
作
法
の
中
に
三
箇
の
印
言
が
全
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
色
粉
印
言
が
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五
色
糸
に
変
わ
る
。
そ
の
た
め
、『
要
鈔
』
の
五
色
糸
印
言
の
所
作
を
見
て
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

【
引
用
文
13
】『
要
抄
』（『
真
言
宗
全
書
』
二
六
巻
・
八
二
頁
・
下
〜
八
五
頁
・
上
）

作
壇
法
先
可
作
壇
之
処
。
誦
地
天
真
言
加
持
。
即
観
想
地
下
金
剛
輪
際
諸
瓦
石
糞
穢
之
物
皆
取
捨
。
又
悪
鬼
等
諸
障
難
人
等
皆

悉
避
除
。
即
不
動
尊
真
言
加
持
百
八
遍　

次
掘
地
密
印　

軌
云
。
金
剛
縛
竪
禅
智
進
力
並
竪
。
真
言
二
十
一
遍
。（
中
略
）
次

加
持
泥
印　

軌
云
。
二
手
合
掌
屈
進
力
戒
方
二
節
相
合
。
禅
智
並
竪
。
去
進
力
如
口
形
。
真
言
二
十
一
遍
。
真
言
曰　

唵
阿
密

哩
二
合
都
納
婆
二
合
縛
吽
発
娑
嚩
二
合
賀
（
中
略
）
次
加
持
五
色
糸
。
始
自
東
北
角
順
遶
之
。
抄
云
。
若
白
畳
糸
或
穀
皮
或
新
布
麻
糸
。

随
取
其
一
値
吉
祥
日
合
童
女
洗
浴
著
新
浄
衣
染
於
五
色
。
一
線
一
色
。
五
色
各
別
。
惣
合
縷
為
一
線
。
長
十
六
肘
。
或
二
十
二

肘
。
作
此
糸
已
。
焼
香
薫
之
。
置
仏
前
香
花
供
養
。
誦
辨
事
真
言
。
或
自
所
持
真
言
加
持
百
遍
千
遍
。
随
門
屈
曲
。
挙
綖
不
得

乱
入
。
加
持
五
色
線
真
言
曰　

唵
嚩
日
囉
質
多
羅
三
昧
耶
吽

作
壇
法
は
、
先
ず
壇
を
建
立
す
る
土
地
で
地
天
の
真
言
を
誦
し
て
加
持
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
金
剛
輪
際
に
至
る
ま
で
、

［
壇
を
建
立
す
る
場
所
の
］
地
下
に
あ
る
瓦
礫
・
石
・
糞
な
ど
の
穢
れ
た
物
を
取
り
除
き
、
悪
鬼
を
は
じ
め
と
す
る
障
を
な
す

者
な
ど
が
皆
な
撤
退
す
る
」
と
観
想
し
て
不
動
明
王
の
真
言
で
百
八
遍
加
持
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
掘
池
密
印
。『
瑜
伽
護
摩
軌
』

に
は
、「
金
剛
縛
し
て
二
大
指
を
立
て
、
二
頭
指
を
並
び
立
て
よ
」
と
あ
る
。
真
言
は
二
十
一
遍
。（
中
略
）
次
に
加
持
泥
印
。

『
瑜
伽
護
摩
軌
』
に
は
、「
二
手
を
合
掌
し
て
、
二
無
名
指
と
二
頭
指
の
第
二
関
節
を
曲
げ
て
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
二
大
指
を
並

べ
立
て
て
、
二
頭
指
か
ら
離
し
て
口
の
形
の
よ
う
に
し
な
さ
い
。
真
言
は
二
十
一
遍
。
真
言
に
曰
く
。om

4 am
r

4todbhava 

hūm

4 phat

4.

（
オ
ー
ン
、
甘
露
よ
り
生
じ
る
も
の
よ
。
フ
ー
ン
、
パ
ッ
ト
。）」
と
あ
る
。（
中
略
）
次
に
五
色
糸
を
加
持
し
て
、

東
北
の
角
か
ら
順
に
こ
れ
（
五
色
糸
）
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。『
護
摩
法
略
抄
』
に
は
、「
白
畳
糸
か
、
あ
る
い
は
穀
皮
糸
か
、

あ
る
い
は
新
布
麻
糸
の
一
つ
を
取
り
、
吉
祥
な
日
に
、
沐
浴
さ
せ
て
新
し
い
清
ら
か
な
衣
を
着
せ
た
童
女
に
、
糸
を
五
色
に
染
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め
さ
せ
な
さ
い
。
一
つ
の
線
に
一
つ
の
色
と
い
う
よ
う
に
、
五
色
そ
れ
ぞ
れ
別
に
染
め
る
。
総
じ
て
糸
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
線

に
す
る
の
で
あ
る
。
長
さ
は
十
六
肘
か
、
あ
る
い
は
二
十
二
肘
に
す
る
。
こ
の
糸
を
作
り
、
焼
香
に
薫
じ
て
、
仏
前
に
置
い
て

花
や
香
に
よ
っ
て
供
養
し
て
、
辨
事
の
真
言
か
自
身
が
所
持
す
る
真
言
に
よ
っ
て
百
遍
千
遍
加
持
す
る
の
で
あ
る
。［
護
摩
壇

に
糸
を
は
り
め
ぐ
ら
す
時
は
］
門
の
屈
曲
に
し
た
が
っ
て
糸
を
挙
げ
な
さ
い
。［
糸
を
め
ぐ
ら
し
た
後
は
］
乱
に
入
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
あ
る
。
加
持
五
色
線
の
真
言
に
曰
く
。om

4 vajracitrasam
aya hūm

4

（
オ
ー
ン
、
金
剛
の
彩
色
の
三
昧
耶
よ
。
フ
ー

ン
）。

　
『
要
鈔
』
の
三
箇
の
印
言
が
説
か
れ
る
箇
所
の
引
用
で
あ
る
。
さ
て
、
五
色
糸
の
部
分
に
注
目
す
る
と
「
抄
云
」
と
し
て
、
実
慧

の
『
略
抄
』（
（（
（

が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
『
要
鈔
』
に
引
用
さ
れ
た
『
略
抄
』
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
両
者
を
比
較
す
る

こ
と
で
、『
要
鈔
』
に
お
け
る
五
色
糸
の
所
作
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
筆
者
が
棒
線
部
を
引
い
た
箇
所

は
『
要
鈔
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
『
略
抄
』
の
五
色
線
の
部
分
を
引
用
し
、
そ
の
一
部
分
（
棒
線
部
の
み
）
を
訳
し
て

み
た
い
。

【
引
用
文
14
】『
略
抄
』（『
弘
法
大
師
諸
弟
子
全
集
』
上
巻
・
二
八
八
〜
二
八
九
頁
）

五
儲
修
多
羅　

作
修
多
羅
法
。
若
白
氈
糸
。
或
穀
皮
糸
。
或
新
布
麻
糸
。
随
取
其
一
染
於
五
色
。
一
糸
一
色
。
各
別
五
色
。
値

吉
祥
日
令
童
女
洗
浴
著
新
浄
衣
而
使
縷
線
。
一
色
一
縷
五
色
五
縷
。
然
後
總
合
縷
為
一
線
。
長
十
六
肘
。
或
三
十
二
肘
。
皆
随

壇
界
闊
狭
辨
之
。
作
此
綖
已
焼
香
薫
之
。
置
仏
像
前
香
華
供
養
。
誦
辨
事
真
言
或
自
所
持
真
言
。
如
法
加
持
百
遍
千
遍
。
然
後

用
之
。
若
作
法
時
。
真
言
加
持
五
色
修
多
羅
一
七
二
七
三
七
遍
已
。
繋
壇
角
橛
而
結
壇
界
。
先
従
東
北
角
始
右
行
結
之
。
此
名

内
壇
界
。
次
随
精
室
壁
而
結
囲
者
名
為
道
場
界
。
其
道
場
界
随
門
屈
曲
挙
綖
繋
之
。
繋
綖
以
後
不
得
乱
入

も
し
作
法
を
す
る
時
は
、
五
色
の
修
多
羅
を
真
言
で
七
、
十
四
、
二
十
一
遍
加
持
し
て
か
ら
、
壇
の
四
角
の
橛
に
繋
げ
て
、
壇
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界
を
結
す
る
の
で
あ
る
。［
そ
の
際
は
］
ま
ず
東
北
の
角
か
ら
は
じ
め
て
右
回
り
で
［
橛
に
五
色
糸
を
繋
げ
て
］
結
し
な
さ
い
。

こ
れ
を
「
内
壇
の
界
」
い
う
。
次
に
道
場
の
壁
に
し
た
が
っ
て
囲
ん
で
結
す
る
の
を
「
道
場
の
界
」
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
略
抄
』
で
の
五
色
糸
の
役
割
は
結
界
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
『
要
鈔
』
で
は
、『
略
抄
』
を
参
照
し
、
作

壇
作
法
の
最
後
に
五
色
糸
で
壇
を
結
界
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
略
作
法
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。

【
引
用
文
15
】『
要
抄
』（『
真
言
宗
全
書
』
二
六
巻
・
八
五
頁
・
上
）

私
云
。
上
件
作
法
。
阿
闍
梨
若
有
暇
一
〃
可
修
之
。
若
存
略
者
只
以
鍫
印
。
加
持
泥
印
。
五
色
糸
印
三
箇
印
真
言
。
入
壇
之
後

著
座
最
初
而
以
加
持
之
。
然
後
可
入
作
法
也
。

上
記
の
作
法
に
つ
い
て
、
阿
闍
梨
は
時
間
が
あ
る
時
は
毎
回
こ
の
作
法
を
修
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
時
間
が
な
い
為
に
略
す

場
合
は
、
鍬
印
、
加
持
泥
印
、
五
色
糸
の
三
箇
の
印
と
真
言
を
使
用
す
る
の
で
あ
っ
て
、
壇
に
入
り
着
座
し
て
最
初
に
、
三
箇

の
印
と
真
言
で
壇
を
加
持
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
作
法
に
入
り
な
さ
い
。

　

ま
さ
に
こ
の
内
容
は
、【
引
用
文
１
】
の
『
五
十
四
帖
』「
作
壇
作
法
」
の
略
作
法
と
同
一
で
あ
る
。
五
色
粉
印
言
も
『
要
鈔
』
に

お
い
て
五
色
糸
印
言
と
な
る
た
め
、
現
行
『
作
法
集
』
に
み
ら
れ
る
作
壇
作
法
の
大
本
は
『
要
鈔
』
に
あ
る（
（（
（

と
も
言
え
よ
う
。
し
か

し
、『
要
鈔
』
で
は
五
色
糸
を
加
持
す
る
真
言
と
し
て
未
だ
大
金
剛
輪
印
言
を
用
い
て
は
い
な
い
。

四　

大
金
剛
輪
印
言
へ
の
変
遷

　

で
は
次
に
、『
要
鈔
』
以
降
、
ど
の
段
階
で
五
色
糸
印
言
に
大
金
剛
輪
印
言
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
『
要
鈔
』
の
次
に
参
照
す
べ
き
は
元
海
（
一
〇
九
三
〜
一
一
五
六
）
の
『
厚
双
紙
』
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
厚
双
紙
』
に
見
ら
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れ
る
作
壇
作
法
は
、
一
部
省
略
・
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
の
『
要
鈔
』
と
ほ
ぼ
同
文
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
厚
双
紙
』
の

時
点
で
は
『
要
鈔
』
と
同
じ
作
壇
作
法
を
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
厚
双
紙
』
に
は
「
加
持
五
色
真
言（
（（
（

。
唵
嚩
日
囉
質

多
羅
三
摩
耶
吽
」（
大
正　

七
八
巻
・
二
八
八
頁
・
中
）
と
あ
る
た
め
、
未
だ
大
金
剛
輪
印
言
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
実
運
（
一
一
〇
五
〜
一
一
六
〇
）
の
『
諸
尊
要
鈔
』（
以
下
『
妙
鈔
』）
の
作
壇
作
法
を
見
て
い
こ
う
。

【
引
用
文
16
】（
大
正　

七
八
巻
・
三
二
九
頁
・
中
）

作
壇
作
法
。
以
鍬
印
加
持
土
。
其
印
明
内
縛
立
進
力
禅
智
。
明
曰
。
唵
儞
佉
那
縛
蘇
提
。
崩
魔
娑
縛
賀　

次
和
嬰
麽
夷
香
水
等

成
泥
。
次
馬
頭
印
明
一
百
八
遍
加
持
之
如
常　

塗
壇
已
五
色
糸
橛
等
如
常　
（
中
略
）
又
説
云
。
次
地
天
真
言
可
造
立
。
想
地
下
金

剛
際
。
諸
瓦
石
糞
穢
之
物
取
捨
。
又
悪
鬼
等
諸
障
難
人
等
悉
避
除
。
以
不
動
真
言
百
八
返
。
次
降
三
世
。
次
馬
頭
。
次
地
結
。

次
大
金
剛
輪
。
各
百
八
返　

已
上
大
谷
覚
俊
阿
闍
梨
伝

作
壇
作
法
は
、
鍬
印
に
よ
っ
て
土
を
加
持
し
な
さ
い
。（
印
・
真
言
省
略
）
次
に
瞿
麽
夷
（
牛
糞
）
や
香
水
を
和
合
し
て
泥
を

作
り
な
さ
い
。
次
に
、
馬
頭
の
印
明
に
よ
っ
て
こ
れ
（
そ
の
泥
）
を
百
八
遍
加
持
す
る
こ
と
常
の
通
り
で
あ
る
。
壇
［
に
そ
の

泥
］
を
塗
り
終
わ
っ
た
ら
、
五
色
糸
や
橛
の
所
作
な
ど
は
常
の
通
り
行
い
な
さ
い
。（
中
略
）
又
の
説
で
は
、
地
天
の
真
言
を

誦
し
て
か
ら
壇
を
造
立
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
金
剛
輪
際
に
至
る
ま
で
、［
壇
を
建
立
す
る
場
所
の
］
地
下
に
あ
る
瓦

礫
・
石
・
糞
な
ど
の
穢
れ
た
物
を
取
り
除
き
、
悪
鬼
を
は
じ
め
と
す
る
障
を
な
す
者
な
ど
が
皆
な
撤
退
す
る
」
と
観
想
し
て
不

動
明
王
の
真
言
を
百
八
遍
誦
す
の
で
あ
る
。
次
に
、
降
三
世
明
王
、
馬
頭
明
王
、
地
結
、
大
金
剛
輪
の
真
言
を
そ
れ
ぞ
れ
百
八

遍
誦
す
の
で
あ
る
。
以
上
は
大
谷
覚
俊
阿
闍
梨
の
伝
で
あ
る
。

　
『
妙
鈔
』
で
も
、
鍬
印
言
に
よ
り
土
を
加
持
し
、
次
に
馬
頭
印
言
に
よ
っ
て
泥
の
加
持
を
行
う
。
そ
し
て
そ
の
後
、
常
の
通
り
と

し
て
五
色
糸
と
橛
な
ど
の
所
作
が
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
『
要
鈔
』
の
作
法
を
参
考
に
す
る
の
な
ら
ば
、
壇
の
四
角
の
橛
に
五
色
糸
を
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め
ぐ
ら
せ
る
所
作
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
又
の
説
と
し
て
大
谷
阿
闍
梨
覚
俊（
（（
（

（
一
〇
八
三
年
頃
）
の
作
壇
作
法
を
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

の
作
法
は
、
は
じ
め
に
地
天
の
真
言
を
誦
し
、
次
に
壇
を
建
立
す
べ
き
地
中
の
不
浄
な
る
も
の
を
取
り
除
く
と
観
想
し
て
不
動
明
王

の
真
言
を
誦
す
。
こ
の
一
連
の
次
第
が
『
要
鈔
』
の
次
第
（【
引
用
文
13
】
参
照
）
と
一
致
す
る
。
そ
の
典
拠
と
な
る
の
は
『
秘
蔵
記
』

に
み
ら
れ
る
水
壇
法
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
し
て
み
よ
う
。

【
引
用
文
17
】（
弘
全　

第
二
輯
・
五
〜
六
頁
）

水
壇
法
。
先
以
不
動
真
言
加
持
可
建
立
壇
之
地
。
肘
量
随
心
。
即
観
至
於
地
下
金
剛
輪
際
。
除
却
地
中
穢
悪
物
。
及
諸
悪
毘
那

夜
迦
類
。
即
誦
真
言
百
八
遍
。
次
以
水
灑
浄
地
面
作
平
。
次
以
降
三
世
及
馬
頭
等
真
言
。
加
持
泥
塗
作
壇
。
高
一
肘
以
下
。
又

以
金
剛
橛
真
言
加
持
百
八
遍
。
又
以
小
金
剛
輪
真
言
加
持
百
八
遍
。

水
壇
の
法
。
先
ず
不
動
明
王
の
真
言
で
、
壇
を
建
立
す
る
土
地
を
加
持
す
る
の
で
あ
る
。［
地
面
を
掘
る
］
肘
量
は
心
に
し
た

が
い
な
さ
い
。
そ
し
て
そ
の
際
は
、「［
壇
を
建
立
す
る
場
所
の
］
金
剛
輪
際
に
至
る
ま
で
、
地
中
に
あ
る
穢
れ
た
悪
し
き
物
、

及
び
毘
那
夜
迦
を
は
じ
め
と
す
る
障
を
取
り
除
く
」
と
観
想
し
て
百
八
遍
［
不
動
明
王
の
］
真
言
を
誦
す
の
で
あ
る
。
次
に
水

を
地
面
に
灑
ぎ
浄
め
、
平
に
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
降
三
世
明
王
と
馬
頭
明
王
の
真
言
で
泥
を
加
持
し
て
、［
そ
の
泥
を
地

面
に
］
塗
り
壇
を
築
く
の
で
あ
る
。［
壇
の
］
高
さ
は
一
肘
以
下
。
ま
た
、［
そ
の
壇
を
］
金
剛
橛
の
真
言
で
百
八
遍
加
持
し
、

小
金
剛
輪
の
真
言
で
百
八
遍
加
持
す
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
の
真
言
が
大
金
剛
輪
と
小
金
剛
輪
と
の
相
違
は
あ
る
が
、
結
誦
す
べ
き
印
言
は
大
谷
阿
闍
梨
の
説
と
一
致
し
て
い
る
。
水
壇

法
の
内
容
も
、
壇
を
建
立
す
べ
き
た
め
の
要
素
で
あ
る
、
擇
地
、
治
地
を
備
え
て
い
る
。
三
番
目
の
要
素
は
作
画
で
は
な
く
結
界
と

な
っ
て
い
る
が
、『
略
出
経
』
の
時
点
で
色
粉
に
よ
る
結
界
の
役
割
は
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
要
素
こ
そ
が
三
つ
目
の
印
言
を
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大
金
剛
輪
に
し
た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
以
下
に
、
水
壇
法
と
大
谷
阿
闍
梨
の
説
と
、『
要
鈔
』
の
該
当
箇
所
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

水
壇
法

大
谷
阿
闍
梨
の
説

『
要
鈔
』

壇
を
建
立
す
る
地
中
の
不
浄
な
も
の
を

取
り
除
き
、
不
動
明
王
の
真
言
を
誦
す
。
地
天
の
真
言
を
誦
す
。

壇
を
建
立
す
る
地
中
の
不
浄
な
も
の
を

取
り
除
き
、
不
動
明
王
の
真
言
を
誦
す
。

地
天
の
真
言
を
誦
す
。

壇
を
建
立
す
る
地
中
の
不
浄
な
も
の
を

取
り
除
き
、
不
動
明
王
の
真
言
を
誦
す
。

掘
地
密
印
（
鍬
印
言
）
を
結
誦
。

降
三
世
と
馬
頭
の
真
言
で
泥
を
加
持
し
、

そ
の
泥
を
地
面
に
塗
る
こ
と
で
壇
を
築
く
。
降
三
世
と
馬
頭
の
真
言
を
誦
す
。

馬
頭
の
印
言
で
泥
を
加
持
す
る
。

金
剛
橛
の
真
言
で
加
持
。

小
金
剛
輪
の
真
言
で
加
持
。

地
結
の
真
言
を
誦
す
。

大
金
剛
輪
の
真
言
を
誦
す
。

打
橛
真
言
を
誦
す
。

加
持
五
色
糸
の
印
言
を
結
誦
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
谷
阿
闍
梨
の
説
を
、『
秘
蔵
記
』
や
『
要
鈔
』
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
が
明
瞭
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
は

じ
め
の
不
動
明
王
の
真
言
は
擇
地
、
そ
の
後
の
降
三
世
明
王
と
馬
頭
明
王
の
真
言
は
治
地
、
地
結
と
大
金
剛
輪
の
真
言
が
結
界
を
行

う
所
作
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
ま
た
、『
妙
鈔
』
の
は
じ
め
の
説
で
あ
る
鍬
印
、
馬
頭
印
、
五
色
糸
橛
等
と
い
う
三
要
素
と
も
一

致
し
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
妙
鈔
』
に
お
い
て
、
二
つ
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
両
者
が
擇
地
、
治
地
、
結
界
と
い
う

三
つ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

さ
て
、
現
行
『
作
法
集
』
の
三
箇
の
印
言
は
、
こ
の
『
妙
鈔
』
に
見
ら
れ
る
、
一
つ
目
の
作
壇
作
法
中
の
鍬
印
、
馬
頭
印
に
、
大

谷
阿
闍
梨
の
説
の
大
金
剛
輪
印
を
合
わ
せ
た
形
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
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次
の
課
題
は
、
誰
が
こ
の
両
者
の
次
第
を
組
み
合
わ
せ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
憲
深
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
の
も
、
す
で
に
高
井
［
一
九
五
三
］（
三
八
五
頁
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、『
五
十
四
帖
』
の
三
箇
の
印
言
に
よ
る
略

作
壇
作
法
が
憲
深
の
作
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
憲
深
口
頼
瑜
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
記
の
『
護
摩
口
決
』
を
引
用

し
て
み
よ
う
。

【
引
用
文
18
】（
大
正　

七
九
巻
・
九
〇
頁
・
中
）

先
鍫
印
言
（
印
・
真
言
略
）
次
加
持
泥　

印
言
ム
云
馬
頭
印
言
也　

次
五
色
糸
印
言　

大
金
剛
輪
印
言
也　

已
上
三
箇
印
言
。

著
座
最
初
加
持
之
。
然
後
可
入
作
法
云
云
御
口
云
。
作
壇
作
法
。
追
吾
所
加
也
。

は
じ
め
に
鍬
印
言
、
次
に
加
持
泥
印
言
（
馬
頭
印
言
）、
次
に
五
色
糸
印
言
（
大
金
剛
輪
印
言
）
で
あ
る
。
以
上
の
三
箇
の
印

言
は
、
着
座
し
て
最
初
に
［
行
い
］
こ
れ
（
壇
）
を
加
持
し
な
さ
い
。
そ
し
て
そ
の
後
、
護
摩
の
作
法
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。

御
口
（
憲
深
）
云
く
、
こ
の
作
壇
作
法
は
、
私
（
憲
深
）
が
加
え
た
［
作
法
］
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
三
宝
院
血
脈
（
元
海
『
厚
双
紙
』

―
実
運
『
妙
鈔
』

―
勝
賢

―
成
賢
『
作
法
集
』

―
憲
深
『
五
十
四
帖
』）

も
考
慮
す
る
と
、
推
論
で
は
あ
る
が
、
憲
深
が
五
色
糸
印
言
と
し
て
大
金
剛
輪
印
言
を
用
い
る
よ
う
に
し
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
日
本
で
は
土
壇
を
建
立
す
る
の
で
は
な
く
す
で
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
木
壇
で
修
法
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
よ
う
に
色
粉
で
結
界
を
す
る
の
で
は
な
く
、
五
色
糸
を
壇
に
は
り
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
結
界
を
行
う
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
五
色
粉
印
言
で
は
な
く
、
大
金
剛
輪
印
言
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
限
ら
れ
た
資
料
の
み
で
あ
る
が
、
現
行
『
作
法
集
』
の
作
壇
作
法
に
見
ら
れ
る
三
箇
の
印
言
が
、
典
拠
と
な
る
『
瑜
伽
護
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摩
軌
』
の
三
箇
の
印
言
と
異
な
る
こ
と
に
注
目
し
、

一
、
三
箇
の
印
言
に
よ
る
作
壇
作
法
の
典
拠
で
あ
る
『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
作
壇
作
法
の
内
容
と
意
義
。

二
、
弘
法
大
師
以
降
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
五
色
粉
印
言
が
五
色
糸
印
言
と
な
っ
た
の
か
。

三
、
五
色
糸
印
言
と
し
て
、
な
ぜ
大
金
剛
輪
印
言
を
結
誦
す
る
の
か
。

　

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
以
下
に
小
稿
で
得
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
に
見
ら
れ
る
作
壇
作
法
で
あ
る
が
、
壇
を
建
立
す
る
時
に
行
わ
れ
る
基
本
要
素
で
あ
る
、
擇
地
、
治
地
、

作
画
の
所
作
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掘
地
加
持
所
用
鍬
等
印
（
鍬
印
言
）、
加
持
泥
及
瞿
摩
夷
塗
香
等
印
（
加
持
泥
印
言
）、
加
持
五
色
粉
印

言
に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
【
引
用
文
７
】
で
確
認
し
た
通
り
、『
略
出
経
』
で
は
色
粉
で
彩
色
す
る
こ
と
が
、
壇

の
結
界
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
瑜
伽
護
摩
軌
』
に
お
い
て
も
、
同
様
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

弘
法
大
師
の
『
大
師
次
第
』
に
お
い
て
も
、『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
三
箇
の
印
言
に
よ
る
作
壇
作
法
は
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
一
方
で
、

日
本
で
は
組
み
立
て
ら
れ
た
木
壇
で
護
摩
を
行
う
た
め
に
、【
引
用
文
11
】
の
通
り
、
三
箇
の
印
言
の
後
に
、
壇
の
四
角
の
橛
に
五

色
糸
を
張
り
巡
ら
す
所
作
が
別
に
加
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
五
色
粉
印
言
が
、
五
色
糸
印
言
に
変
わ
る
の
は
増
蓮
の
『
要
鈔
』
か
ら
で
あ
る
。『
要
鈔
』
で
は
、『
大
師
口
決
』
の
よ
う
に
、

三
箇
の
印
言
と
別
に
五
色
糸
で
壇
を
結
界
す
る
方
法
は
用
い
な
い
。
実
慧
の
『
略
抄
』
を
参
照
し
、
五
色
粉
印
言
を
五
色
糸
印
言
と

い
う
名
称
に
変
更
し
、
三
箇
の
印
言
の
内
に
五
色
糸
に
よ
る
壇
の
結
界
を
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
名
称
の
変

更
の
み
で
、
未
だ
五
色
粉
の
印
言
を
結
誦
し
て
い
た
。

　

五
色
糸
印
言
に
大
金
剛
輪
を
用
い
る
よ
う
し
た
の
は
憲
深
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
実
運
の
『
妙
鈔
』
に
見
ら
れ
る
①
鍬
印
、
②
馬
頭

印
明
、
③
五
色
糸
橛
等
と
い
う
次
第
と
、
①
不
動
明
王
、
②
降
三
世
・
馬
頭
、
③
地
結
・
大
金
剛
輪
と
い
う
次
第
を
合
わ
せ
た
も
の
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で
あ
っ
た
。
現
時
点
で
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
壇
作
法
の
要
素
で
あ
る
、
擇
地
、
治
地
、
結
界
に
適
し
た
印
言
を
選
択
し
た
結
果
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
【
引
用
文
２
】
の
『
五
十
四
帖
』
の
護
摩
作
壇
略
作
法
に
お
い
て
、
三
箇
の
印
言
の
後
に
、
改
め
て

五
色
加
持
真
言
と
し
て
五
色
粉
の
印
言
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
憲
深
以
前
の
伝
承
を
残
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

註
記

（
１
）
現
行
『
作
法
集
』
の
成
立
経
緯
に
関
し
て
は
、
布
施
［
一
九
七
五
］（
四

六
〜
五
四
頁
）、
小
宮
［
二
〇
一
七
］
に
詳
し
い
。

（
２
）
こ
の
一
連
の
作
壇
作
法
と
、
小
稿
で
取
り
上
げ
る
略
作
壇
作
法
は
、

広
略
の
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
来
な
ら
ば

略
作
法
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
に
よ
り
、

こ
れ
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

（
３
）
田
中
［
一
九
九
一
］
で
は
、
金
剛
智
訳
・
不
空
訳
と
言
わ
れ
て
い
る

経
典
に
「
金
剛
頂
瑜
伽
経
」
よ
り
抄
出
し
た
と
旨
が
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
、
金
剛
智
の
所
伝
す
る
「
金
剛
頂
経
」
系
の
法
門
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
乾
［
一
九
九
四
］
も
同
様
に
、
金

剛
智
の
訳
経
を
中
心
に
、『
真
実
摂
経
』
が
『
金
剛
頂
経
』
と
呼
ば
れ

る
に
い
た
っ
た
経
緯
、
お
よ
び
「
金
剛
頂
経
」
の
名
前
の
由
来
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
る
。
小
稿
で
の
『
瑜
伽
経
』
の
考
察
は
、
こ
の
二

つ
の
論
文
の
成
果
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
大
正
に
は
「
金
剛
頂
経
瑜
伽
」
と
あ
る
が
、
小
稿
で
は
脚
注
に
あ
る
「
金

剛
頂
瑜
伽
経
」
の
読
み
を
採
用
し
た
。

（
５
）
酒
井
［
一
九
五
三
］、
お
よ
び
宮
坂
［
二
〇
一
九
］
に
、『
金
剛
頂
タ

ン
ト
ラ
』
と
『
瑜
伽
護
摩
軌
』
の
対
応
部
分
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
大
正
に
は
「
唵
跋
折
囉
質
多
羅
二
合
三
摩
耶
」
と
あ
る
が
、
小
稿
で
は

脚
注
に
よ
り
「
吽
」
を
加
え
た
。

（
７
）
六
巻
本
の
『
略
出
経
』
で
は
、「
如
経
所
説
」（
金
剛
頂
経
研
究
会
［
一

九
九
九
］
一
二
〇
頁
）
と
の
み
あ
り
、『
蘇
悉
地
経
』
の
名
称
は
見
ら

れ
な
い
。

（
８
）
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
は
こ
の
一
文
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
壇
（
曼

荼
羅
）
を
建
立
す
る
際
に
、
そ
の
土
地
を
掘
り
起
こ
し
、
中
に
あ
る

瓦
礫
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
や
『
蕤
呬
耶
経
』

や
『
大
日
経
』
な
ど
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。『
陀
羅
尼
集
経
』

の
七
日
作
壇
法
に
つ
い
て
は
駒
井
［
二
〇
一
六
］、『
蕤
呬
耶
』
の
七

日
作
壇
法
に
つ
い
て
は
高
田
［
一
九
七
〇
］、
大
塚
［
一
九
九
六
］、

駒
井
［
二
〇
一
六
］
参
照
。
ま
た
、『
大
日
経
』
の
七
日
作
壇
法
に
つ

い
て
は
、
大
塚
［
一
九
九
三
］
参
照
。

（
９
）『
略
出
経
』
が
規
定
す
る
常
の
通
り
の
方
法
が
如
何
な
る
も
の
か
は
こ

の
一
文
か
ら
は
知
り
得
な
い
が
、
擇
地
同
様
、『
陀
羅
尼
集
経
』
や
『
蕤
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（
14
）
淳
祐
の
『
抄
記
』
は
、『
略
抄
』
を
参
照
し
て
お
り
、
同
一
の
内
容
が

含
ま
れ
る
た
め
、『
抄
記
』
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
『
略
抄
』
と
仮
定
し
て
お
き
た
い
。

（
15
）
こ
れ
に
関
連
し
て
も
う
一
つ
興
味
深
い
点
は
、
心
覚
が
、『
四
種
護
摩

最
要
抄
』
に
お
い
て
「
要
抄
云
増
蓮
」（『
真
言
宗
全
書
』
二
六
巻
・
一

二
八
頁
・
下
）
と
増
蓮
の
『
要
鈔
』
を
参
照
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

心
覚
は
『
常
喜
院
鈔
』
の
作
者
で
あ
り
、
憲
深
の
師
匠
で
あ
る
成
賢
が
、

『
作
法
集
』
を
作
成
す
る
際
に
参
照
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
系
譜
を
考
え
る
な
ら
ば
、
増
蓮
の
作
壇
作
法
が
、
心
覚

―
成
賢

―
憲
深
と
相
承
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
16
）『
厚
双
紙
』
に
は
五
色
粉
と
も
五
色
糸
と
も
示
さ
れ
な
い
が
、
内
容
が

『
要
鈔
』
と
酷
似
し
て
い
る
た
め
、
五
色
糸
と
の
認
識
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。

（
17
）
覚
俊
は
醍
醐
寺
十
三
代
座
主
の
覚
源
（
九
九
九
〜
一
〇
六
五
）
の
弟

と
さ
れ
る
。

参
考
文
献

乾
仁
志

［
一
九
九
四
］「
中
国
に
お
け
る
『
金
剛
頂
経
』
伝
承

―
『
略
出
経
』
を
中

心
と
し
て

―
」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
八
号　

一
〜

二
七
頁
）

大
塚
伸
夫

［
一
九
九
三
］「『
大
日
経
』
の
曼
荼
羅
行
」（『
密
教
学
研
究
』
二
五
号　

八

五
〜
一
二
三
頁
）

呬
耶
経
』
や
『
大
日
経
』
な
ど
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
註
（
８
）

参
照
。

（
10
）
直
訳
す
れ
ば
こ
の
よ
う
に
な
る
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
色
粉
を

糸
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
11
）
そ
れ
ら
の
次
第
で
は
個
別
に
「
鍬
印
真
言
」
な
ど
は
見
ら
れ
る
が
、

三
箇
の
印
言
を
具
備
し
た
作
壇
作
法
は
見
出
せ
な
い
。
実
慧
の
作
壇

作
法
の
特
徴
は
、
例
え
ば
『
護
摩
口
決
檜
尾
』
に
「
已
上
如
胎
蔵
法
説
」

と
か
、「
具
如
建
立
曼
荼
羅
法
説
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
慧
琳
（
七

三
七
〜
八
二
〇
）
の
『
建
立
曼
荼
羅
及
揀
擇
地
法
』
を
参
照
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

（
12
）
大
正
の
本
文
に
は
「
壇
」
と
あ
る
が
、
小
稿
で
は
脚
注
の
「
爐
」
を

採
用
し
た
。

（
13
）
増
蓮
が
い
か
な
る
人
物
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、『
密
教
大
辞
典
』「
密

教
法
流
系
譜
」
の
「
９
恵
汁
阿
闍
梨
胎
蔵
血
脈
」
と
「
19
石
山
流
」

の
血
脈
に
は
、
聖
宝

―
観
賢

―
淳
祐

―
真
頼

―
雅
真

―

暦
海

―
修
仁

―
増
蓮

―
芳
源

―
恵
汁
と
示
さ
れ
て
い
る
。

栂
尾
［
一
九
三
五
］（
五
七
七
頁
）
参
照
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た

い
点
は
、
血
脈
上
に
淳
祐
（
八
九
〇
〜
九
五
三
）
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
淳
融
は
『
四
種
護
摩
抄
記
』（
以
下
『
抄
記
』）
を
執

筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
慧
の
『
略
抄
』
を
参
照
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。「
石
山
内
供
依
檜
尾
護
摩
法
略
鈔
開
記
四
種
哩
棲
抄
記
」（
真

全　

二
十
六
巻
・
五
頁
・
上
）。
そ
の
た
め
、
淳
祐
の
作
壇
法
は
実
慧

と
同
じ
と
考
え
ら
れ
、
淳
祐
の
時
点
で
は
未
だ
五
色
粉
印
言
で
あ
っ

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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三
蔵
所
伝
の
金
剛
頂
経
に
関
す
る
一
考
察

―
」（『
智
山
学
報
』
四
〇
輯　

一
八
一
〜
一
九
七
頁
）

栂
尾
祥
雲

［
一
九
三
五
］『
秘
密
事
相
の
研
究
』（
栂
尾
全
集
Ⅳ　

密
教
文
化
研
究
所
）

布
施
浄
慧

［
一
九
七
五
］「
作
法
集
の
研
究
」（『
佛
教
文
化
論
集
』
一
輯　

四
五
〜
八
一

頁
）

堀
内
寛
仁

［
一
九
八
三
］『
梵
蔵
漢
対
照
初
会
金
剛
頂
経
の
研
究
梵
本
校
訂
篇
（
上
）

―
金
剛
界
品
・
降
三
世
品
』（
密
教
文
化
研
究
所
）

宮
坂
宥
峻

［
二
〇
一
九
］「『
初
会
金
剛
頂
経
』
諸
説
の
護
摩
に
つ
い
て
」（『
現
代
密
教
』

二
九
号　

九
三
〜
一
一
二
頁
）

森
雅
秀

［
二
〇
〇
五
］『
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』「
彩
色
の
儀
軌
」
和
訳
（『
金
沢

大
学
文
学
部
論
集　

行
動
科
学
・
哲
学
篇
』
二
五
号　

九
一
〜
一
二
七
頁
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

作
法
集　

作
壇
作
法　
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』　

護
摩

［
一
九
九
六
］「『
蕤
呬
耶
経
』
の
曼
荼
羅
行
に
つ
い
て
」（『
密
教
学
研
究
』

二
八
号　

八
九
〜
一
三
九
頁
）

北
村
太
道

［
二
〇
一
二
］『
全
訳
金
剛
頂
大
秘
密
瑜
伽
タ
ン
ト
ラ
』（
起
心
書
房
）

駒
井
信
勝

［
二
〇
一
六
］『
中
期
密
教
に
至
る
灌
頂
儀
礼
の
発
展
過
程
』（
博
士
論
文
、

大
正
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リhttp://id.nii.ac.jp/1139/00000693/

）

小
宮
俊
海

［
二
〇
一
七
］「『
作
法
集
』
の
成
立
経
緯
」（『
現
代
密
教
』
二
八
号　

一
五

〜
三
六
頁
）

金
剛
頂
経
研
究
会
（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
）

［
一
九
九
九
］『
六
巻
本
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
法
』
の
研
究

―
慈
覚

大
師
将
来
本
校
訂
訳
註
篇
』（
株
式
会
社
ノ
ン
ブ
ル
）

酒
井
紫
郎

［
一
九
五
三
］「
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
の
一
節
に
つ
い
て
」（『
密
教
文
化
』

一
九
号　

一
〜
一
二
頁
）

髙
井
観
海

［
一
九
五
三
］『
密
教
事
相
大
系
』（
高
井
前
智
山
化
主
著
作
刊
行
会
）

高
田
仁
覚

［
一
九
七
〇
］「
曼
荼
羅
（m

and4
4ala

）
の
通
則
に
つ
い
て

―
と
く
に
蕤
呬

耶
経
（guhya-tantra

）
を
中
心
と
し
て

―
」（『
高
野
山
大
学
論
叢
』

五
巻　

一
〜
二
九
頁
）

田
中
悠
文

［
一
九
九
一
］「
不
空
所
伝
の
金
剛
頂
瑜
伽
経
に
つ
い
て
（
２
）

―
金
剛
智


